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2.21. 学部所属教員（１） 
2.21.1. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 土井 章男 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
専門英語 I、メディア設計論、シミュレーション学 
(b) 研究科担当授業科目 
CG 特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 学術論文 
1) 徳田正幸，土井章男，伊藤史人，鈴木昌彦，羽石秀昭，“Ｘ線ＣＲ下肢画像による膝関節の大腿骨と脛骨の骨軸
の自動抽出法”，画像電子学会論文誌，第 37 巻，第 4, pp. 486-494, 2008. 
2) A. Doi, H. Fujimura, M. Nagano, T. Inoue, A. Ogawa, “A Method of Visualization of Brain Neural Pathway 
Using Critical Points and Target Regions”, Special Issue on Advanced Fluid Information (Journal of Fluid 
Science and Technology), pp. 678-689, 2008. 
(c) 研究発表 
1) 土井章男，鈴木聡，山佐史人，松井桂一，伊藤史人，女鹿幸夫, 伊藤忍, “Volume Extractor ― 3 次元画像処
理と形状再構成―“，画像電子学会, 第 38 巻，第 1, pp. 286-293, 2009． 
2) 伊藤史人，土井章男，羽石秀昭，鈴木昌彦，徳田正幸，“TKA における骨参照情報を利用した医用画像の位置合
わせ手法の開発”，電子情報通信学会技術研究報告（医用画像），Vol. 107, No. 461, pp. 259-264, 2008. 
3) 大西峻，土井章男，伊藤史人，鈴木昌彦，羽石秀昭，“CUDA を用いた 3 次元膝関節情報取得の高速化”，電子情
報通信学会，電子情報通信学会技術研究報告（医用画像），Vol. 107, No. 461, pp. 397-400, 2008. 
(d) 研究費の獲得 
1) 文部省科学研究費補助金，基盤研究(C)「医用画像診断のための三次元画像処理および可視化技術における基礎
的研究」研究代表者 土井章男，140 万円 (2008)，（研究期間：2008-2010）．  
(e) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
1) 土井章男，アイプランツ・システムズ（岩手県）、日経産業新聞、医療・介護改革の主役たちカラム、日経産業
新聞（報道），4月 13 日、2009． 
2) 土井章男，松井桂一，山佐史人，伊藤史人，鈴木聡，“Volume Extractor Ver.3.0”、操作マニュア
ル，”http:/www.i-plants.jp/hp”，2008． 
3) 土井章男，鈴木聡，山佐史人，松井桂一，伊藤史人，女鹿幸夫, 伊藤忍, “形状編集機能を包含した 3次元画像
処理システム Volume Extractor Ver.3.0“，画像ラボ,pp. 40-47, 2009 
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[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
職場委員会委員（職場委員長）、AO 入試委員会委員 
(b) 学部/研究科の委員会 
就職委員会委員 
(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
特になし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
特になし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 岩手県立大学発ベンチャー（株）アイプランツ・システムズにおける経営（代表取締役、H19.7-） 
 
(c) 一般教育 
1) 岩手大学工学部「数理計画法」（非常勤講師） 
(d) 産学連携 
1) マイクロトモグラフィー株式会社（技術指導、相談、プロジェクトへの参加など） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 土井章男、情報処理学会、CVIM 研究会、研究運営委員（H19 年～） 
2) 土井章男、日本シミュレーション学会、編集委員、査読委員（H19 年～） 
3) 土井章男、可視化情報学会、編集委員、査読委員（H19 年～） 
4) 土井章男、医用画像工学会、編集委員、査読委員（H20 年～） 
5) Akio Doi, International Scientific Advisory Committee Member, Bio Medicine 2009. 
6) Akio Doi, International Workshop on Network-based Virtual Reality and Tele-existence(INVITE’ 2008), 
Program Committee 
7) Akio Doi, IEEE Pacific Visualization 2008, Paper Review Member 
8) Akio Doi, 画像電子学会 Visual Computing 2008, 論文査読 
9) Akio Doi, 情報処理学会論文誌、査読委員 
10) Akio Doi, 電子情報通信学会、査読委員  
11) Akio Doi, IEEE Pacific Visualization 2008, Paper Review 
(f) その他 
1) 産官学交流組織 INS(岩手ネットワークシステム) A&T 研究会幹事 
 
[主な業績］ 
我々は、１）3 次元画像から、領域（内臓、血管、骨、歯など）のセグメンテーション、２）領域情報から、色
情報を付加した形状ポリゴンデータへの変換に関するソフトウェアの研究・開発を行っている（図 1）。具体的に
は、3 次元 CT 画像や MRI 画像から、画像処理フィルタ技術や複数のセグメンテーション技術を用いて、大脳、血
2.21 学部所属教員（１） 
271 
管、骨、歯などの領域を分類する。次に、本領域を正確で矛盾のない 3角形ポリゴンデータ群へ変換し、光造形装
置や 3D プリンタで、リアルな実物モデルを造形する（図 2）。これらの作業は、すべて、ソフトウェア上で対話的
に行っている。また、本研究成果を用いて、自動的に、RP 用造形モデルへ変換する手法およびシステムを開発中
である。現在、対象とする部位は、骨および歯、血管、大脳、腫瘍領域であり、部位をあらかじめ限定している。
骨と歯は、人体を構成する必要不可欠な部品であり、膝や大腿骨のインプラント手術、歯のインプラント手術など
を行う上で、重要な位置情報を提供する。骨と歯の硬さには個人差があり、また、その位置でも硬さが異なる（例
えば、大腿骨の軟骨付近は柔らかく、大腿骨の中間部分の骨は細いが固くなっている）。血管は、動脈・静脈が対
象で、あらゆる手術や術前計画で重要な要素である。特に、内視鏡手術では視野が狭いため、その位置や交差関係
の理解は必要不可欠である。大脳や腫瘍のモデルも、腫瘍除去や脳出血、クモ膜下出血の手術において、使用され
ている。 
ユーザの対話作業を省略し、自働化するために、対象となる部位ごとに、あらかじめ、パラメータ類や実行する
手法をデータベース化（最適化）している（対象矩形領域の選択、画像フィルタ、セグメンテーション手法、その
組み合わせと順序、セグメンテーション時のパラメータ群、抽出された領域の属性情報（色情報、柔らかさなど））。
ユーザは、選んだ部位をスクリーン上で確認し、そのまま、3Ｄプリンタや光造形装置に出力する。プログラム開
発には、Volume Extractor Ver.3.0 注 1)の基本プログラムを利用している。 
注 1）Volume Extractor Ver.3.0 は、JST 大学発ベンチャー創出推進で開発された 3 次元画像処理、表示、計測、
形状再構成機能などが可能なソフトウェアである。本ソフトウェア（Volume Extractor Ver.3.0 Release 1.0）は、
（株）アイプランツ・システムズ、代理店から販売されている（http://www.i-plants.jp/hp/）。 
 
                                    
複数の 2次元断層画像 →   3 次元画像    →    造形モデル 
 
図 1 全体の処理の流れ 
 
 
図 2 実物モデル（膝関節（石膏）、骨（ABS 樹脂）、脳（ABS 樹脂）、歯および下顎（石膏）） 
